
広島県立歴史博物館二ュ ス第70号 平成19年2月

草戸千軒I展示室では、今からおよそ600年前

の南北朝l時代を中心とする草戸千軒のl町並みを

実物大で復元するとともに、実際の出土資料を

生活の場面ごとに分類して展示し、人々の生活

の様子を紹介しています。

~訂す~

前回は、「食べる」のコーナーに戚示した食部
やみ あか

を紹介しました。今回は、|習を!!日らす「灯り」に

関係する道具を、展示室の「灯す」のコーナーに

展示した資料によって採ってみましょう。

小さい頃、夜中に一人でトイレに行くのは怖くなかったですか?私は今でも、真っ暗な場所

に一人で行くのはいやですね。

電気のなかった中世の人々にとって、私たちが

想像する以上に闇夜は恐ろしいものだったに違い

ありません。そうした閣を照らす唯一の道具が、

「火」だったのです。闇夜を照らし、暖を取るた

め、火おこしは必要不可欠な生活の技術だ、ったの

です。もちろん、マッチやライターはありません。
ひうちがね

中世の人々の主要な火おこしの道具は、火打金

草戸干軒町遺跡から出土した火打金
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花を、燃えやすいものに移して火をおこしてい

ました。遺跡からも、数点の火打金が出土して

います。

火がおきたら、油を入れdtr崩置に毒した討誌
に火を移します。当時は、シソ科の植物であるエ

足駄作りの家の台所に再現した火打金と火打石 ゴマの車重子を絞って得た油が使われていました。
いぐさ

灯芯は、麻布を細く撚ったものや、 nM草の芯にあるずいが利用されていたようです。
すす

逃跡からは、縁の部分に黒く煤の付いた土器のJOl

がたくさん見つかっており、これらが灯明皿として使

われたことがわかり

ます。また、灯明皿

を置くための灯明台

土製の釣灯寵

つりどうろう

や、土製の釣灯能、 灯明台の上に置いた灯明皿
しょくだい ろヲそく

燭台(iJiK燭立て)など、灯りに関するさまざまな道具が出土

しています。

草戸千軒の人々はこうした道具によって明かりを灯し、こ

わ~い陪l夜を追い払っていたのでしょう。

(主任学芸員 鈴木康之)
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